




























するのは、国内文献を原拠とする資料に限られていること、異なり語については、 『日葡辞書』に掲載 ある十八語には及ばないものの、宗教書系キリシタン資料の七語を上回 一 （そのうちの二語は『日葡辞書』に不採用）あり、宗教書系キリシタン資料よりも多様であ こと 人が心情の対象 なっている場合は、主に親や子、妻（子）や夫、親しい人、ゆかりの人、古人などに対する慕情の表現となっていること、 ただし『太平記抜書』 （
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そこで、本稿では、 「拙稿１」 、 「拙稿２」の検討の結果を踏ま





年刊） 、 『落葉集』 （
1598
年刊） 、 『日葡辞
























本稿においても、 「拙稿１」 、 「拙稿２」と同様に、 「こひ」系語
彙自体が、否定的な見解の文脈の中で扱われていたり 批判的な


























































us, i. Lus. ……
 ¶Item


































































































られているわけである。①の見出し語自体に批判的評価があるのかはわかりにく が、①の見出し と派生関係 あると見られる②の見出し語の語義には 〈放埒な道化芝居〉 いう意義もある

























































年刊） 、 『ドチリナ・キリシタン』 （
1600
年刊）には、 「邪淫を犯





Pereo, is, iui, l, rij. ……
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ũ genero de cartas em
 que se escriuiam















































































ū genero de cartas em
 que se escriuam





















































に付随する隠微性・秘匿性によって「内在的批判評価」が与えられていると見做すことができる。なお、 「こひぶみ」という語は、キリシタン資料では弧例であるが、類義的表現の「れんぼのふみ（恋慕の文） 」の用例は、 宗教書系キリシタン資料の『さるばとる・むんぢ』 （
1598
年刊）にあり、 「拙稿１」で触れたように、 〝れ































































































































































fagos lasciuos, ou largueza, e 
　　























































































































































lcouiteira. （恋の取りもち役。 ） 〟であるた

























































































Palauras lasciuas, e deshonestas. （情熱的で、ふしだらな


























Lepus, oris. Lus. ……











































































































 cousas de 
















　『落葉集』に見える「こひ」系語彙は、 「こふ（恋ふ） 」の一例のみである。　『落葉集』の「色葉字集」の「し 部に、 〝こふ〟は、　◦慕
れ
したふ
 こふ ねが しのぶ





























とあることや、 『日葡辞書』の「シタヒ、 フ、 ウタ（慕ヒ、 フ、 ウタ） 」の項目に、　　
X
itai, ǒ, ǒta.  Seguir,ou im
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色な恋 で、無軌道に恋する。 ） 〔本篇〕
と、恋情に関わる意味の記述があることで裏付けられる。　『落葉集』 では、 そもそも 「こひ」 系語彙の登載に消極的であって、恋情表現に直結する、 〝恋（戀） 〟の字や「こひ」という訓の掲載を避け、多義的な「したふ」を漢字表記するための漢字としては
〝慕〟のみを挙げ、その字訓の一として、 「したふ」を書くための漢字を調べることによってしか
り着けないというやり方で、 「こ










or, ou saudades ruins. ¶ C
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Coicogare, ruru, eta. A
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o. Vestido de pessoa que anda perdida por outra 
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と、 ①には、 項目自体に〝コヒシイ〟 （口語の終止・連体形）が一例、②には 項目自体に〝コヒシキ〟 （文語の連体形）一例、及びポルトガル語解説文に〝コヒシイ〟が一例の計二例、③には、項目自体に〝コヒシヤ〟 （文語終止形 間投助詞「や」が後接した形式）
118
が一例、④には、 〝コヒシウ〟 （連用形のウ音使形）が項目自体、及び例文中に各一例の計二例、⑤には、項目の例文中に〝コヒシキ〟 （文語の連体形）が一例、それぞれ存する。①では、イ〟が、 〝
am








quer sejāo boas （良い場合の恋の思慕） 〟として、好意的にも捉




Coixisa. Saudades, ou am









eôji, zuru, ita. ……
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Coi, côru, coita. A
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友人や身内などを恋しく思う、 または思慕を抱く。 ） 〔本篇〕







ente （好色に） 〟 、
〝
ruim
 cousa （悪い事） 〟という表現が用いられており、 「内在的
























































（好色な） 〟とされており、 「内在的批判評価」が与えられている。また、項目に関する例文においても、ポルトガル語訳 で、〝A
m
ar （恋する） 〟は、 〝
sensualm
ente （好色に） 〟とされており、
「内在的批判評価」が付与されている。　『日葡辞書』における「こひ」系語彙を具に見ると、そのありようは様々である。まず、それぞれのポルトガル語解説文で、 「こひ」系語彙に対して、恋情に限定 記述して る場合と、恋情と慕情の両方について述べている場合とがあり、さらに慕情に関しては、恋情と区別してい 場合と 恋情を含めていると思われる場合とがある。また、 〝好色な〟 、 〝 欲的な〟 、 〝肉欲的な〟 、 〝ふしだらな〟 、 〝淫らな〟 、 〝無軌道な〟 、 〝悪い〟などの「内在的批判評価」の指標となる表現の有無を調べると これも一様では 。恋情に限定して記述している場合では、 「こひぐさ」 、 「こひこがる」 、 「こひごろも」 「こひしづむ」 「 ひす」 「こひぢ」 「れんぼ」には「内在的批判評価」の指標が認められるが、 「こひしたふ」 、 「こひしのぶ」 には特にその指標は見られない。ただ ごころには、 〝一般に悪い方面において〟との説明があり 裏を返せば
121
容認される恋情のあることを示唆している。恋情と慕情との両方の記述がある場合には、 「こひ」は慕情に関してのみ、 「こひかぜ」は恋情に関してのみ、 「内在的批判評価」の指標が存するが、 「こひかなしむ」 、 「こひくらす」には、そのような指標は見当らない。「こひし」は、その関連項目の〝コヒシヤ〟 〝コヒシウ〟などで、恋情や慕情に対する評価に関わる言及は見られないが、 〝コヒシ〟の項目には、恋情について「内在的批判評価 を与えつつ 良い場合の恋の思慕〟をも認め いる。 「こひしさ」には、慕情に関しては評価に関わる言及はない 、恋情については 内在的批判評価」が付与される場合とそうではない場合とがあることの記述がある。 「こふ」 は、恋情に対して「内在的批判評価」が与えられつつ、友人や身内などへの恋情や慕情の説明には評価に関わる言及がない。　
このような、 『日葡辞書』における「こひ」系語彙のありよう






ロドリゲス『日本大文典』には、 「こひ」系語彙は、 「こひ（恋） 」
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と、 〝コフル〟の語形で存する。①は、 『平家物 』 （
13世紀前半）
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or,  Jaudades ruins （愛情、恋愛、だらしない話）
　　
C
oi uo suru. Ter am












coi xitǒ ）. A
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いは感覚的な愛情）









すぎない。 「こひ」系語彙は、 『日葡辞書』に十七語三十一例あり、それらを俯瞰した上での主張に なっていない。また、氏の見解では、 「こひ」系語彙について、 「感覚的肉体的意味」でのみ用いられていたと述べているのか、 「感覚的肉体的意味」においても用い たという となのか、判然としな が、それは氏が項目のポルトガル語解説文中の接続詞
ou
を日本語訳していないこと
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† Coigocoro （恋心） 、

























































































を、 森田氏 〝または〟と訳し、 『時代別国語大辞典
　
室町時代編』

























葡日対訳辞書』 、 『落葉集』 、 『日葡辞書』 、 ロドリゲス『日本大文典』 、コリャード『西日辞書』 、 コリャード『羅西日辞書』を取り上げた。　「こひ」系語彙として、 『羅葡日対訳辞書』には、 「こひ（恋）
」






















































































管見の範囲では、 『文明本節用集』 、 『明応五年本節用集』 、
　　
『増刊下学集』 、 『龍門文庫蔵室町中期写本節用集』 、 『龍門文
　　
庫蔵天文十九年本節用集』 、 『図書寮零本節用集』 、 『永禄五年
　　
本節用集』 、 『永禄二年本節用集』 、 『経亮本節用集』 、 『岡田本
　　
節用集』 、 『正宗文庫本節用集』 、 『天正十七年 天
　　
正十八年本節用集』 、 『原刻易林本節用集』 、 『阿波国文庫旧蔵
　　
本節用集』 、 『大谷大学本節用集』 、 『枳園本節用集』 、 『弘治二
　　
年本節用集』 、 『饅頭屋本節用集』 、 『吉沢本節用集』 、 『増刊本
　　
節用集』 、 『玉里文庫本節用集』 、 『早大
注８
　




学集』 、 『龍門文庫蔵室町中期写本節用集』 、 『永禄五
　　
年本節用集』 、 『永禄二年本節用集』 、 『堯空 経亮
　　
本節用集』 、 『岡田 正宗文庫本節用集』 、 『天正十
　　




蔵本節用集』 、 『大谷大学本節用集』 、 『枳園本
　　
節用集』 、 『弘治二年本 饅頭屋本節用集』 、 『増刊本
　　
節用集』 、 『玉里文庫本節用集』 、 『村井 両足院
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